












1.はじめに 

既に述べ尽くされている如く、SIDS は健康と思われた児が突然死亡する疾患であり、その

発生のピークが生後4～6ヶ月であるところより、そのハイリスク児の選別および発生予想

の対策の為には周産期因子が極めて重要な意味を持っている。諸外国では Sheffield の bi

rth scoring system および one-month scoring system(Carpenter:ArchDis.Child.52:606

,'77)を始め、いくつかの screening method が提唱されているが(表 1・2)、極めて大まか

であるのみならず、民族によってその頻度が大巾に異なる母親の血液型が重要因子とされ

ているなど日本人に使用するのが不適当であると以前より指摘されていた。今回我々は四

施設の協同研究により、本邦におけるSIDS および abrtive SIDS の危険因子に周産期学的

観点から検討を加え、Sheffield に代る本邦の実状に合った SIDS 発生予知の high risk s

creening system の作成を目的とした。同時に四施設で出生した児という homo-genious な

population の survey により、本邦における SIDS の正確な発生頻度を検討することとした

。 


